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問１２ 人口減少社会への将来不安 

問１２ 岐阜県の人口は、他の多くの道府県と同様に減少が進行していますが、あなたは、 

ご自身や地域の将来を考えた場合、特にどのようなことに不安を感じますか。 

（３つまで） 

 

全体（図 12-1）でみると、「年金や医療保険など社会保障制度の崩壊」が 70.2％と最も高く、

次いで「空き家、空き店舗、工場跡地、耕作放棄地の増加」（41.4％）、「税収が減少するこ

とによる行政サービスの低下」（38.9％）の順となっている。 

図 12-1 人口減少社会への将来不安 

 

 

※ 第 39・40 回調査では、「人口減少社会への将来不安」は聞いていない。 

※ 本問における選択肢は、図表の構造上、以下のとおり略して表示しているものがある。 

・税収が減少することによる行政サービスの低下：福祉サービス、上下水道・道路等の維持・管理など 
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性別（図 12-2）でみると、男女ともに「年金や医療保険など社会保障制度の崩壊」が最も

高く、女性が男性より 5.2ポイント高くなっている。 

図 12-2 【性別】 人口減少社会への将来不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 
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年代別（図 12-3）でみると、いずれの年代においても「年金や医療保険など社会保障制

度の崩壊」が最も高く、そのうち 20歳代が 76.7％と最も高くなっている。 

図 12-3 【年代別】 人口減少社会への将来不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 
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図 12-3 【年代別】 人口減少社会への将来不安 (続き) 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

図12-3　【年代別】　不安を感じる事　（続き）
　　

 20～29歳（N = 196 : n = 73）  30～39歳（N = 478 : n = 180）

 40～49歳（N = 612 : n = 246）  50～59歳（N = 559 : n = 210）
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居住圏域別（図 12-4）でみると、いずれの居住圏域におても「年金や医療保険など社会

保障制度の崩壊」が最も高く、そのうち西濃圏域が 73.2％と最も高くなっている。 

図 12-4 【居住圏域別】 人口減少社会への将来不安 

 
※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 
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図 12-4 【居住圏域別】 人口減少社会への将来不安 （続き） 

N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

 

図12-4　【居住圏域別】　不安を感じる事　続き
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